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１  目的 

近年、 全国的な機運と し て、 一般的なス ギやヒ ノ キと 比較し 、 成長が早く   

短伐期利用（ 10～25 年） が可能である 「 早生樹」 の育成・ 利用について検討が

なさ れている 。 その利用目的は様々であり 、 家具材や内装材、 木質バイ オマス

資源の確保等にも 貢献でき る と 考えら れている 。  

 こ れま での造林の中心である ス ギ・ ヒ ノ キよ り も 成長が早く 、 短期間に収穫

でき る 成長特性を持つ樹種も 報告さ れている が、 早生樹の成長過程については

不明な点が多く 、 生育適地の判断の難し さ や病害虫の発生など 、 こ れま でに広

葉樹造林時に直面し たも のと 同様の問題が起こ る こ と が想定さ れる 。  

ま た、 材質の点においても 樹種によ る 違いが大き く 、 利用目的にあった材質

を有し ている か把握し 、 木材関連業界のニーズにマッ チする か確認する 必要が

ある 。  

以上のこ と から 、 成長特性、 材質、 利用可能性等の面で評価のう え、 佐賀県

に適し た早生樹の選定を行う こ と と する 。  

２  試験の概要 

（ １ ） こ れま での取組（ 平成 30 年度）

成長特性の評価と し て、 こ れま で「 さ が四季彩の森林づく り 整備事業： 県単

独事業」 で環境保全を目的に広葉樹を複数樹種混交植栽し た箇所の約 10 年生ま

での定期調査結果を解析し 、 成長量や病害虫によ る 被害状況から 、 候補樹種や

生育適地の検討、 造林の可能性について検討を行った。 こ の結果、 成長の早さ

は樹種特性と 立地条件が適合し た際に実現でき る こ と が示唆さ れた一方、 ヤマ

ザク ラ のよ う に立地の影響を比較的受けづら い樹種も 確認さ れた。  

ま た、 候補樹種の材質について評価する ため、 県内の森林よ り ク ス ノ キ、 ク

ヌ ギ、 メ タ セコ イ アを選定し 、 伐倒後場内へ運搬し 板材へ加工を行った。

（ ２ ） 令和元年度の取組

①広葉樹材の調達

県内において現地適応性が高く 、 早期大径化が期待さ れる センダン及びヤマ

ザク ラ を伐倒・ 搬出し 、 板材に加工し た。  

②強度試験

（ １ ） 及び（ ２ ） で調達し た材のう ち、 ク ス ノ キ、 メ タ セコ イ ア、 センダン

について、 25mm×25mm×600mmの試験体を作成し 、 福岡県工業技術センタ ーイ ン
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テリ ア研究所にて内装材利用を想定し た曲げ強度試験を実施し た。

試験機は㈱島津製作所 AG-100kNX、 試験方法は JI S Z2101 に準じ て行う こ と と

し 、 支点間距離 350mm（ 1 辺の 14 倍） の３ 点荷重方式によ り 実施し た。  

写真 試験実施状況 

３  結果と 考察 

 曲げ強度と 曲げヤン グ係数の調査結果について表１ 及び図１ に示す。 なお、

結果については、 含水率 20％を超える 試験体を除き 気乾状態（ 含水率 15％） へ

の含水率補正を行った。  

全体的にみる と 、 曲げヤング係数と 曲げ強度の間に正の相関がみら れた。  

表１  強度試験結果の概要 

図１  強度試験結果（ 全体）   
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ま た、 結果を樹種別に示すと 以下のと おり である 。  

・ ク ス ノ キ

心材部、 辺材部と も に曲げヤング係数と 曲げ強度の相関は高かった。 心材部

と 辺材部における 強度の差は、 平均年輪幅が関係し ている も のと 思われる 。  

図２  強度試験結果（ ク ス ノ キ）  

・ センダン

全体的に強度は高いが、 曲げヤング係数と 曲げ強度の間に相関はみら れなか

った。 センダンのよ う な環孔材は、 年輪幅が減少する と 道管が占める 割合が大

き く なる こ と で密度が減少し 、 力学的特性に影響を与える こ と になる が、 今回

調達し たセンダンの年輪幅は樹幹内の採取部位で大き く 異なっていたこ と が原

因と なった可能性がある 。  

図３  強度試験結果（ センダン）  
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・ メ タ セコ イ ア

心材部、 辺材部と も に曲げヤング係数と 曲げ強度の相関は高かった。 従来の

ス ギ精英樹品種程度の強度は有し ている も のと 思われる 。

図４  強度試験結果（ メ タ セコ イ ア）  

４  今後の取組 

ヤマザク ラ 等について同様の強度試験等を実施し 、 選定し た材の強度特性に

ついて評価し たい。  
 ま た、 県内製材所や家具店等と の意見交換や、 現地における 成長状況等をみ

ながら 、 有用樹種の絞り 込みを行いたい。  
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